
 
 

巻頭に，林 編修広報委

員会委員長から編修広報

委員会の活動についてま

とめていただきました。学会活動の中の広報活動，学問と

産業における広報というもののあり方について示唆を頂き

ました。編修広報委員会は，従来の論文誌の編修を管理す

る業務から，その活動を既に学会の啓蒙活動および新しい

企画の創出に軸足を移しています。一方，部門論文誌の国

際化も大きな流れとなっており，ニュースレター，ホーム

ページなどの広報活動も，国際化に即したものに早急に対

応していく必要があります。今後これまでの編修広報活動

が，国際化の中で必要なものであるかどうかを常に検討し

ていく必要があるため，当面は完成された形というものが

ないであろうと考えられます。紙媒体の衰退が甚だしい今，

紙を通じて行う広報活動は，きちんと評価を得てアーカイ

ブに耐えうるものという付加価値があってこそ意味がある

ものと考えています。 
 この編集後記を書いている 8 月は，大学では大学院の入

学試験という学部入試に次ぐ重要な試験の時期です。その

問題一問ごとに出題者の受けた教育が見え隠れするという

意味では，それほど怖い文字的資料はないと思われます。

作者不詳でも，そういう背景を持った教育者がいるという

ことが大学，院，専攻として問われることは明白です。最

近のブログ流行はその怖さを逆手にとって，無名の著者が

内容責任を読者に投げつけたものであり，文字文化として

の従来のあり方の崩壊を予感させます。 
文字として現れる資料の怖さを噛み締めながら，編集後

記とさせて頂きました。 
エディタ 引原隆士（京都大学大学院） 
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